
大阪教育文化センター教育講座・障害児教育研究会 

子どもからはじめるインクルーシブ教育Ⅱ 

障害理解学習は人間理解学習 

― 「手の発達」から考える自分理解学習 ― 
  

 「インクルーシブ教育」という言葉が浸透する中で、通常

の学級という場を共にしてるだけで良いのか、お互いを知り

合い理解し合っているのか、通常の学級に適応させるのが障

害児の教育なのかと、先生たちの悩みを尽きません。 

そんな中、私たちは「子どもからはじめるインクルーシブ

教育」というパンフレットを出しました。昨年に続く第２弾

「障害理解学習で育ちあう子どもたち」です。 

今回、実践報告者の一人、柴田昭二先生のお話を企画しま

した。柴田先生は、障害児自身の障害理解、自分理解。そん

な学習を進める中で歌「大きくなった手」と「ぼくの手 き

みの手 みんなの手」を作詞・作曲されました。（下記ＱＲコードから視聴できます）この

歌に込められた願いとは？  

聞いて、元気になること間違いなし。明日からの実践に生かしましょう。 
 

 ★ 歌は YouTube で配信中  「大きくなった手」⇨ 
 

 「ぼくの手 きみの手 みんなの手」⇨ 
                   

と き：１０月 18日(土)午後２時～４時半 

講 師：柴田昭二さん（元小学校障害児学級担任） 

ところ：たかつガーデン ２階 牡丹 

参加費：５００円（資料代）※本年度教文センターサポーターは無料 

 主 催： 大阪教文センター障害児教育研究会 

全国障害者問題研究会大阪支部 

問合せ：kyoudou.ed@gmail.com   ⇨ 


